
「切除可能な少数転移巣を伴う膵癌に対する外科的切除の 

有用性に関する検討」についてのお知らせ 
 

肝や肺への遠隔転移巣を伴う膵癌は切除不能に分類され、ガイドラインでも化学療法な

どの外科切除以外の治療が推奨されています。一方で、集学的治療の進歩により膵癌術後

転移・再発巣に対する切除後の報告も増えてきており、2019 年版膵癌ガイドラインでは

転移個数が少ないオリゴ肺転移など、条件を満たした場合には転移巣に対する切除も提案

されています。今回、膵癌遠隔転移巣に対する同時性、異時性切除の意義に関して多施設

共同研究において長期成績を元に検討を行う研究が計画され当院も参加しています。 

 

＜研究対象＞ 

当院で 2000 年 1 月 1 日から 2020 年 12 月 31 日の期間に、原発巣切除後の再発診断

時に 3 個以内の肝もしくは肺に限局する異時性転移を有する患者さん 

 

＜研究期間＞2024 年 3 月 31 日までを予定しています。 

 

＜研究内容＞ 

年齢、性別、身長、体重、腫瘍マーカーの検査日・検査値、転移情報、術前治療の有無、

内容、術前放射線治療の有無、手術日、術式、手術時間、術後合併症、病理組織診断、術

後合併症、術後補助化学療法の有無、内容、再発の有無、予後などの臨床情報を診療録よ

り収集します。 

 

＜研究代表者＞九州大学大学院医学研究院臨床・腫瘍外科学分野 教授 中村 雅史 

 

集めたデータは研究代表者に提供しますが、研究で集めるデータには患者さんのお名前

や住所など個人を特定する情報は含まれません。また、学会や出版物として公表することが

ありますが、いかなる場合でも個人情報が漏れることはありません。プライバシーは守られ

ます。 本研究は当院の倫理・臨床研究審査委員会で承認されています。 

本研究の趣旨をご理解いただき本研究に参加をお願いします。もし参加を望まれない場

合は研究から除外しますので担当医師にお申し出ください。研究が始まった後でも自由に

参加を取りやめることができますのでその際も担当医師にお伝えください。ご協力いただ

けない場合でも、今後の診療に不利益はきたしません。また、ご質問がある場合も担当医師

にお伝えください。ご理解とご協力のほど、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

2022 年 2 月 7日 

京都桂病院 消化器センター外科 部長 西躰 隆太 


